
新荘学区の常住人口	 世帯数 2,952
男 2,715　女 2,876　　合計 5,591

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 511	（ 9.1％）	 15	〜 64 才	 3,148	（56.3％）
　【参考値】	 65	才以上	 1,932	（34.6％）

４年生

３年生

２年生

１年生

主催者及び来賓の皆様

７月30日（日）、新荘小学校校庭において、新荘夏ま
つりが４年ぶりに開催されました。天候は朝から例年に
ない猛暑日となり、開催時間の最高気温は37度でした。
15:30から開会式、４～１年生の紹介に続き、各テ
ントにおいて例年どおりの13の模擬店と面白い様々な
ゲームコーナーが一斉にオープンし、アトラクションと
して管楽合奏、民謡踊り、チア･ダンス、中南米音楽、
サッカー、最後にフィナーレの花火などの催しが行われ、
19:30の日没に終了しました。
例年と変わらぬ約2,500人もの多くの住民の皆さんが
会場いっぱいに来場し、猛暑の中、汗をかきながら和
気あいあいと夏まつりを楽しみ、久しぶりに新荘地区
の交流の輪を広めることができました。

はまゆう会 茨大中南米音楽

新荘小管楽合奏部

水商チア・ダンス

新荘会ホームページの紹介

※検索のほか、QRコードからもアクセスできます。

住みよいまちづくり新荘会 検索

新荘会や関係団体からの回覧等
のお知らせをいち早く掲載して
ますのでご利用下さい。

名称「水戸市新荘地区地区会
住みよいまちづくり新荘会」
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第22回新荘夏まつり開催

新荘地区の
交流の輪を広め
心ひとつに



５
月
21
日（
日
）、
新
荘
小
学

校
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
23
名
が

参
加
し
、
７
チ
ー
ム
に
よ
る
和

気
あ
い
あ
い
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。

新
荘
地
区
地
域

６
月
29
日
、
７
月
11
日
の
２
日

間
、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に

お
い
て
新
荘
地
区
地
域
の
団
体
及

び
事
業
所
、
企
業
、
大
学
等
31
人
が

参
集
し
、
い
き
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ト
ー
ク
が
５
年
振
り
に
社
会
福
祉

協
議
会（
社
協
）主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ト
ー
ク
で
は
、
幾
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
初
日
に
新
荘
地

区
で
の
課
題
な
ど
、
二
日
目
に
は
特

に
３
世
代
交
流
、
人
材
育
成
の
方
策

な
ど
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
内
容
は
今
後
、
社
協
が
市
全

体
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
検
討
す

る
予
定
で
す
。

受付等実行本部多くの人で賑わう模擬店水商サッカー部による練習

美味しいベルギーワッフル

共に生きるの為になる遊び

子ども会ゲームコーナーくじびき他５つ 多くの人が集まったステージ会場

フィナーレの花火

安くて美味しいアメリカンドッグ

冷たくておいしい、かき氷

柔らかい　もつ煮込み

安くて美味しい生ビール

売れ行きNo１の焼きそば店

よく冷えたジュースとビール

優 勝
龍崎・寺門㊛・
竹貫チーム

二 位
三田部（志）・袴塚㊛・
川又（健）チーム

三 位
佐川㊚・松枝㊚・
松枝㊛チーム

結 果い
き
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ト
ー
ク

第
一
回

和
気
あ
い
あ
い

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で
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令
和
５
年
度

新荘 まつり

コミュニティトークでの発表の様子 ７チームによるトーナメント実施

開
催



新
荘
地
区
町
内
会
長
37
名
を
含
む
80
名
が
出
席

し
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
収
支
報
告
及
び
令

和
５
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
役
員
は
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
の
改

選
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
の
あ
と
、
市
民
憲
章
唱
和
、
水
戸
市
歌
斉

唱
、
川
又
会
長
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓

と
し
て
高
橋
市
長
な
ど
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
、
50
名
が
参
加
し
、
市
民
セ
ン

タ
ー
定
期
講
座
「
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
」
の
永
井

博
先
生
に
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
晴
天
を
衝
け
」

徳
川
慶
喜
と
渋
沢
栄
一
』
と
題
し
、
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
・
令
和
６
年
度
社
会
福
祉
協
議
会

新
荘
支
部
の
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

支
部
長

副

支

部

長

理

事

会

計

監

事
青
木　
　

實

飛
田
美
江
子
、	

笹
島　

隆
治
、

袴
塚　

禮
子
、	

青
山　

道
隆

郡
司
新
一
郎
【
新
】、	

川
又　

健
志
、

天
谷　
　

久
、	

渡
邉　

委
子
【
新
】、

名
越　

光
江
【
新
】、	

佐
藤
ひ
ろ
み
【
新
】、

仙
波　

雅
江
、	

岩
淵　

延
子
、

川
村　

康
子
、	

若
松　

友
江
、

松
枝　

道
子
、	

佐
川　

孝
之
【
新
】、

鈴
木　

照
子
、	

大
津　

洋
子
、

小
椋　

恭
子
、	

佐
倉
冨
美
江

長
谷
川
泰
子
、	

小
瀧
み
さ
子
【
新
】

湊　

弘
一
郎
、	

川
上　

利
通

注
…【
新
】の
表
記
の
あ
る
役
員
は
令
和
４
年
度
以
降
に

着
任
さ
れ
た
方
々
で
す
。

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
と
社
会
福
祉
協
議

会
新
荘
支
部
の
合
同
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
撮
影
さ
れ
、
臨
場
感

を
も
っ
て
史
実
を
再
現
し
て
い
る
。
弘
道
館

の
シ
ー
ン
も
、
同
様
の
手
法
に
よ
り
１
日
で

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

「
晴
天
を
衝
け
」
に
は
、
例
え
ば
斉
昭
公
が

弘
道
館
で
長
寿
の
秘
訣
を
述
べ
る
台
詞
、
川

路
が
円
四
郎
の
出
仕
の
い
き
さ
つ
を
述
べ
る

台
詞
な
ど
、
栄
一
が
残
し
た
詳
細
な
逸
話
が

各
シ
ー
ン
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
゜

ま
た
、
斉
昭
像
は
、
従
来
の
攘
夷
を
叫
ぶ
固

定
観
念
的
描
写
か
ら
進
化
し
、
斉
昭
へ
の
誤

解
を
解
く
工
夫
を
し
た
台
詞
が
各
シ
ー
ン
で

多
く
見
せ
ら
れ
る
。
ま
た
攘
夷
の
と
ら
え
方

を
、
流
行
り
病
で
治
ま
ら
な
い
と
い
っ
た
新

し
い
と
ら
え
方
も
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
の
色
々
な
シ
ー
ン
の
描
写
に
は
、

栄
一
や
慶
喜
た
ち
の
回
想
記
が
多
く
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
馬
上
の
慶
喜
を
栄
一
た
ち

が
追
い
か
け
た
り
慶
喜
に
拝
謁
す
る
シ
ー
ン
、

平
岡
か
ら
栄
一
に
篤
太
夫
へ
の
改
名
を
言
い

渡
さ
れ
る
シ
ー
ン
等
は
そ
の
一
例
で
す
。

こ
こ
に
記
述
し
た
も
の
は
講
演
の
一
部
に

過
ぎ
ず
、
内
容
は
講
演
資
料
を
ご
覧
い
た
だ

く
ほ
か
、
詳
細
は
、
渋
沢
栄
一
の
著
し
た
「
徳

川
慶
喜
公
伝
」
や
回
想
記
な
ど
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
ド
ラ
マ
の
台
詞
か
ら
ふ
り
返
る

●
回
想
か
ら
ふ
り
返
る

講
師
は
、
県

立
歴
史
館
史
料

学
芸
部
の
特
任

研
究
員
を
さ
れ

て
お
り
、
２
年

前
放
送
さ
れ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
晴
天
を

衝
け
」
に
お
け

る
徳
川
慶
喜
と
渋
沢
栄
一
に
関
わ
る
台
本
の

時
代
考
証
を
担
当
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
解
説

し
て
頂
き
ま
し
た
。

徳
川
慶
喜
に
関
わ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

は
、
渋
沢
栄
一
が
残
し
た
回
想
記
と
莫
大
な

私
財
を
投
じ
た
著
書
「
徳
川
慶
喜
公
伝
」
を
原

作
と
し
て
製
作
さ
れ
、
当
初
１
９
９
８
年
放

送
の
大
河
ド
ラ
マ
「
徳
川
慶
喜
」
が
作
ら
れ
、

そ
の
23
年
後
に
集
大
成
の
形
で
「
晴
天
を
衝

け
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。「
晴
天
を
衝
け
」
の

テ
ー
マ
は
、
対
称
的
に
身
分
の
違
う
慶
喜
と

栄
一
の
二
人
の
主
人
公
に
つ
い
て
、
出
生
と

出
会
い
、
そ
の
後
の
人
生
を
描
く
こ
と
に
あ

り
ま
し
た
。

千
束
原
で
の
追
鳥
狩
の
シ
ー
ン
は
、
千
本

松
牧
場
で
エ
キ
ス
ト
ラ
を
用
い
て
Ｖ
Ｆ
Ｘ
手

法
な
ど
に
よ
り
、
３
日
に
及
ぶ
大
掛
か
り
な

●
ド
ラ
マ
の
位
置
づ
け
と
テ
ー
マ

●
ロ
ケ
―
シ
ョ
ン
か
ら
ふ
り
返
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
晴
天
を
衝
け
」
徳
川
慶
喜
と
渋
沢
栄
一

講
師
　
県
立
歴
史
館
史
料
学
芸
部
　
特
任
研
究
員

永
井
　
博
先
生

（
来
賓
）

水
戸
市
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
橋　
　

靖
様

水
戸
市
議
会
議
員
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

袴
塚　

孝
雄
様

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事
…
…
…
…
…

小
泉　

直
紀
様

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
村　

哲
也
様

末
広
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
…
…
…
…
…
…
…

光
又　

美
惠
様

来
る
十
月
二
十
九
日
、
新

荘
会
は
マ
ラ
ソ
ン
応
援
を
前

年
同
様
実
施
し
ま
す
。
種
目

は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
、
応
援

は
往
路
の
み
実
施
し
ま
す
。

町
内
会
等
、
多
く
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

一
．
応
援
場
所　

　
　

大
工
町
旧
フ
ク
ダ
ヤ
前
～
神
応
寺
前

　
　

～
雷
神
宮
前

二
．
応
援
時
間　

　
　

８
時
45
分
～
９
時
30
分

【
９
時
２
分
頃
（
南
町
２
丁
目
ス
タ
ー
ト
）

～
最
終
走
者
通
過
ま
で
】

令
和
５
年
度

合
同
総
会
（
五
月
十
三
日
）

第
８
回

水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
を
応
援
し
よ
う
‼

●新荘夏まつり… …………… ７月	30日	（日）
●福寿のつどい… …………… ９月	18日	（月）
●市民運動会… ……………… 10月	 7日	（土）
●歩く会… …………………… 11月	12日	（日）
●新荘ふれあいまつり… …… ３月	３日	（日）
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高橋市長あいさつ

講師の永井博先生

社会福祉協議会新荘支部審議風景

女性の会　支部長紹介

今年度の新荘地区の主な行事



６
年（
１
６
６
６
年
）、信
治
の
と
き
こ
れ

を
幕
府
に
納
め
、そ
の
代
替
地
と
し
て
、

下
屋
敷
に
接
し
た
馬
口
労
町
南
側
の
こ

の
地
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
地
は
外
堀
の
西
側
に
あ
っ
て
、

常
葉
村
に
属
し
、北
は
馬
口
労
町（
現

在
、
末
広
町
）に
接
し
、
東
は
馬
口
労

町
片
町
に
連
な
り
、
南
と
西
は
田
畑
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
信
治
は
こ
こ
の
土

地
四
町
に
中
山
の
家
臣
を
移
し
て
開
拓

し
、
新
屋
敷
と
名
づ
け
ま
し
た
。
寛
政

６
年（
１
７
９
４
年
）頃
、
中
山
備
前
守

は
家
士
と
共
に
中
手
綱（
高
萩
市
）に
移

り
、そ
の
跡
は
陸
田
に
な
り
ま
し
た
。

新
屋
敷
は
、
こ
の
と
き
付
け
ら
れ
た

名
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
保
７
年（
１
８
３
６
年
）、藩
主
斉

昭
公
は
天
保
の
改
革

（
財
政
問
題
打
開
）
の

一
環
と
し
て
定
府
制

を
廃
止
し
、
江
戸
在
住

の
家
臣
２
５
０
０
人
余

の
う
ち
２
０
０
人
余

に
国
元
帰
住
を
命
じ

ま
し
た
。
こ
の
と
き
に

な
っ
て
再
び
こ
の
新

屋
敷
の
地
は
武
家
屋

敷
と
さ
れ
、梅
・
松
・

楓・柳・花・桜・桃・桐・

柏
・
常
磐
の
10
の
小
路

名
を
つ
け
て
屋
敷
割

り
が
行
わ
れ
、
武
家
が

住
み
ま
し
た
。
こ
の
小

路
名
の
名
称
の
元
は

小
路
の
目
印
に
植
え

ら
れ
た
樹
木
に
よ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
こ
の

と
き
の
武
家
割
「
楓
軒

年
録
」に
は
合
計
32
軒

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
屋
敷
に
住
ん
だ

●
天
保
の
改
革
以
降

新
荘
散
策

著
名
人
に
は
、
彰
考
館
総
裁
の
豊
田
彦

次
郎（
字
は
天
功
）、安
政
の
大
獄
で
死

罪
と
な
っ
た
鵜
飼
吉
左
衛
門
、
本
草
学

者
の
佐
藤
平
三
郎
、
尊
王
攘
夷
運
動
の

中
心
人
物
と
な
っ
た
金
子
孫
二
郎
、
桜

田
門
外
の
変
を
指
揮
し
た
関
鉄
之
介

な
ど
が
お
り
ま
し
た
。

明
治
に
な
る
と
小
路
割
は
町
区
画

割
と
な
っ
て
整
理
さ
れ
、
明
治
22
年
、

楓
小
路
な
ど
の
各
小
路
名
が
町
名
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
に
は
明
治
に
な
り
、
県
立
水

戸
商
業
高
等
学
校（
水
商
高
）、市
立
新

荘
小
学
校（
新
荘
小
）、常
磐
大
学
高
等

学
校（
常
大
高
）が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

水
商
高
は
、
明
治
35
年
田
見
小
路

（
現
在
北
見
町
）に
創
設
さ
れ
た
水
商

高
が
柳
小
路
と
柏
小
路
に
移
転
し
て

き
ま
し
た
。
柏
小
路
は
、
町
名
は
あ
っ

て
も
民
家
は
一
軒
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

新
荘
小
は
、
楓
小
路
に
明
治
36
年
上

市
尋
常
小
学
校
の
分
校
が
創
立
し
、
同

39
年
本
校
か
ら
独
立
し
上
市
第
二
小

学
校
、
昭
和
22
年
市
立
新
荘
小
学
校
と

な
り
ま
し
た
。

常
大
高
は
、
常
磐
小
路
に
大
正
11
年

水
戸
常
磐
女
学
校
が
開
校
さ
れ
、
昭
和

23
年
常
磐
女
子
高
等
学
校
と
な
り
、
平

成
12
年
現
在
の
常
磐
大
学
高
等
学
校

に
校
名
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

桐
小
路
は
、
明
治
ま
で
殆
ど
畑
と
雑

木
林
で
し
た
。

新
屋
敷
の
小
路
名
の
町
名
は
、
昭
和

43
年
５
月
町
名
改
称
に
よ
り
、
新
荘
３

丁
目
の
ほ
か
、
一
部
が
新
荘
１
丁
目
、

同
２
丁
目
、
末
広
町
１
丁
目
、
栄
町
１

丁
目
、同
２
丁
目
と
な
り
ま
し
た
。

新
屋
敷
の
小
路
名
は
、
柏
小
路
を
除

く
９
つ
が
町
内
会
名
と
し
て
現
在
に

引
き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

●
明
治
期
以
降

旧
町
名
の
新
屋
敷
を
紹
介
し
ま
す
。

現
在
の
新
荘
３
丁
目
と
周
辺
の
一

部
の
地
域
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
43

年
に
町
名
改
称
さ
れ
る
ま
で
、
俗
に
新

屋
敷
と
呼
ば
れ
、
そ
の
地
域
の
町
名
は

小
路
名
が
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

新
屋
敷
の
名
前
の
由
来
は
、
藩
主
光

圀
公
の
時
代
に
遡
り
ま
す
。
附
家
老
中

山
備
前
守
が
河
和
田
村
の
地
に
土
地

を
賜
り
、見
和
新
田
を
開
拓
し
、
寛
文

●
新
屋
敷
の
由
来

川
又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
岩
淵
延
子

編
集
部
委
員

小貫光江

四
月
一
日
付
で
飯
富
市
民
セ
ン

タ
ー
よ
り
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◦砂久保花の会
◦栄町1丁目
◦㈱吉田石油水戸ＳＳ
◦新荘小学校

水
戸
市
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

が
主
催
す
る
花
壇
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
が
７
月

26
・
27
日
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
新
荘
地
区
か
ら

は
、
町
内
会
・
自
治
会

の
部
で
砂
久
保
花
の
会

が
努
力
賞
、
職
域
の
部

で
㈱
吉
田
石
油
水
戸
Ｓ

Ｓ
が
優
秀
賞
、
小
・
中

学
校
の
部
で
新
荘
小
学

校
が
優
良
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。
表
彰
式
は
８

月
17
日
に
水
戸
市
役
所

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

審 査
対 象
花 壇

第56号	 ときめき新荘	 2023年9月1日　（ 4 ）

新

屋

敷

旧
町
名
シ
リ
ー
ズ
（
４
）

新
任
あ
い
さ
つ

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

 

栄町３丁目

新荘３丁目

上水戸

新荘２丁目 新荘１丁目

末広町１丁目

栄町２丁目
栄町通り

常大高

新荘小

砂久保公園

砂久保神社

水商高

水戸女

118号線

青字：旧町名
赤字：現在の町名等

桃小路

柏小路

桐小路桐小路

柳小路 松小路
松小路

花小路

花小路 桜小路 常磐小路

楓小路

砂久保町

梅小路

馬口労町

【凡例】

0
50
100

200

新屋敷

7
月
３
日　

新
荘
地
区

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会

新荘小学校

砂久保花の会㈱吉田石油水戸ＳＳ

花壇コンクール

10 小路からなる新屋敷


